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父
母
の
根
元
は
天
地
の
生
命
に
在
り

身
体
の
根

元
は
父
母
の
生
育
に
在
り

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
在
り

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
在
り

吾
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
在
り

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
在
り

身
命
の
長
養
は
衣
食
住
の
三
に
在
り

衣
食
住
の
三
は
田
畠
山
林
に
在
り

田
畠
山
林
は
人
民
の
勤
耕
に
在
り

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
在
り

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
か
ん
難
に
在
り
 

（
尊
徳

一
一
宮
金
次郎
）
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盛
大
な

記
念
式
典
 

九
月
三

日
、

午
前
九

時
よ
 り
ノ
 

・

で
き
あ
が

つ
た
ば
か
り

の
体
育
 

舘
で
関
係

者
六
百
名

在
校
生

一

千
四
百

名

を
集
め

て

修
ば
つ
の

儀
が
、

十

時
三
十

分

よ
り
落
成

式
が
お
ご

そ
か

に
、
 

盛
大
に
行

な
わ
れ
ま

し
た
。
 

修
ば
つ

の
儀
は
、
 

斎
藤
神
官

ら
三
神
官

に
よ
つ
て

お
こ
な
わ

れ
、
佐

A
 

木
市
長
、
 

知
事
（
代

理
）
建
築

関
係
者
．
 

小
山
校

長

生
徒
代
表

高
松
美
幸

さ
ん
に
よ

つ
て
玉
串
 

が
奉
箕
さ
れ
て
終
了
し

ま
し
た
 

ひ
き
つ
づ

い
て
落
成
式
が

行
な
 

わ
れ
、

市
長

の
式
辞
、
鈴
木
市
 

建
設
課
長

の
工
事
報
告
の
あ
と

川
島
建
築
事
務

所
、
田
附
建
設

第
一
中
学
校
協
賛

会
，
サ
ン
ウ

ェ
ー
プ
工
業
社
、
鶴
谷
建
設
、
 

東
洋
水
道
工

業
所
、
新
谷
電
気

に
感
謝
状
を
贈
呈
、

知
事
（
代

理
、
、
県
議
会
議
員
、

県
教
育

長
の
祝
辞
、

永
井
教
育
長
の
あ

い
さ
つ
、

小
山

一
中
校
長
、
第

一
巾
学
校
生

徒
代
表
佐

々
木
悦

郎
君
、
市
立
小
中
学
校
長
代
表

越
谷
五
所
川

原
小
学
校
長
、
児

童
生
徒
代
表
と
し

て
南
小
の
田

中
柳
君
が
謝
辞

を
の
べ
、
校
歌

祝
歌

の
披
露
を
し

て
式
を
終
r
 

し
ま
し
た
〕
こ
の
あ
と
、
ア
ト

ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
第
一
中

生
徒

に
よ
る
合
唱
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
吹
奏
が
あ
つ
て
、
祝
宴

に
移
り
ま
し
た
が
、
県
下
一
を

誇
る
校
舎
体
育
舘
並
び

に
給
食

セ
ン
タ
ー
の
立
派

さ
に
、
参
列

者

一
同
が
感
歎
の
声
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。
 

新

校
舎
の
概
要
 

昭
和
四
十
年
四

月
一
日
、
五

所
川
原

中
学
校

と
松
島
中
学
校

を
統
合
し

て
以
来
、
新
校
舎
の

建
設
を
急
ぎ
、

松
島
団
地
に
敷

地
三
万
四
千
六

百
平
方

メ
ー
ト

ル
を
確
保
し

ま
し
た
．
設
計
は

川
島
隆
太
郎
建
築
事

務
所
、
施

工
は
田
附
建
設
が

あ
た
り
、
昭

和
四
十
年

十
一
月
二
十
五

日
着

工
以
来
三
年
近
い
歳

月
を
費
し

て
今
年
の
八

月
十
五
日
に
で
き

あ
が
り
ま
し

た
。
 

六
千
四
百
平
方

メ
ー
ト
ル
鉄

筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
三
階

建

の
校
舎
、
 
一
千
七
百
二
十
平

方

メ
ー
ト

ル
の
鉄
骨
シ

エ
ル
ド
 

ー
ム
型
構
造

の
体
育
舘
は
パ
レ
 

ー
コ
ー
ト

二
面
を
と
れ
る
広
さ

で
、
と
も
に
近

代
設
備
を
も
つ

マ
ン
モ
ス
校
舎
で
す
。
 

建
設
費
は
、

用
地
費
を
含
め

て
、
三
億
三
千
七
百
万
円
を
要

し
ま
し
た
。
 

校
舎
は
、
普
通
教
室
三
十
一
一

特
別
教
室
十
、
管
理
諸
室
三
十

九
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
生

徒
数
は
一
千

四
百
名
で
す
。
 

体
育
舘

は
ま
た
、
解
体
式
の

立
派
な
舞
台

装
備
が
整
つ
て
お
 
 

り
三
千
名
を
収
容
で
き
ま
す
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
 

市
内
小
中
校
二
十
五
校
の
全

児
童
生
徒
に
完
全
給
食
を
実
施

し
、
心
身
の
健
全
育
成
と
体
位

の
向
上
、
教
育
効
果
の
高

揚
を

目
指
し

て
松
島
団
地

内
に
建
設

さ
れ
た
も
の

で
す
，
敷
地
二
千

八
百
半
方

メ
ー
ト
ル
、
建
物
面

積
は

一
千
百
平
方
米
の
鉄
骨
造

り
で
、
そ
の
中

に
器
具
、
機
械

設
備
が
な
さ
れ
た
近
代

的
な
施

設
で
す
。
 

厨
房
設
計
は

サ
ン
ウ

エ
ー
‘フ

工
業
会
社
，
建
築
主
体
工
事
は
 

鶴
谷
建
設
、
給
排
水
工
事
は
、
 

東
洋
水

道
工
業
、
電
気
工
事

は

新
谷
電
気
が
あ
た
り
、
総
事
業

費

は
、
七
千
四
百
五
十
二
万
円

昭
和
四
十
三

年
四
月
四
日
に
着

工
、
入
月
十
三
日
に
で
き
あ
が

り
ま

L
た
。
調
理
能
力

は
一
万

食
で
、

九
月
十
日
か
ら
、
五
所

川
原
小
、

南
小
を
皮
切
り
に
、
 

逐
次
全
市
内
の
各
校

の
児
童
生

徒
（
九

千
三
百

三
十
三
名
）
に

給
食
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
 

と
も
に
仲

よ
く
同
じ
給
食
を

う
け
て
、
健
全
に
成
長
発
達
し

次
代

の
五
所
川
原
を

に
な
つ
て

も
ら

い
た
い
と
、
全
市
民
の
期

待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

（校舎全景を南東より望む。円型の屋根は体育館） 

（市内全児童生徒一万食の台所・学校給食センター ） 
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（松島婦人会の五所川原甚句踊り）.，」一」 

同窓生の集いは 6 日 

4 日 か ら五高祭 

戦前はパザー、戦後は文化祭、そして現在も名物

仮装行列で親しまれている五高祭は、 3 年に 1 回

行なわれていますが、今年は10月 4 日から 6 日ま

で「創造の歓びを求めて」をテーマーにつぎのと

おり多彩なプログラムで行なわれます。 

4 日10時半仮装行列'5日喝日 9 時作品展示会 

5 日 9 時半演芸館、 5・6 日犯時食堂、喫茶室

売店 5日11時西北五高演劇祭、 6 日 9 時半音楽会 

10時半ブラノくン演奏会、 12時半演劇発表会、フオ 

ークソング発表会、14時半同窓生の集い、 8 日 8 
時半運動会。 

市政ニユース 

市
婦
連

で
会
旗
制
定
 

こ
れ
ま
で
 
市
婦
人
連
絡
協

議
会
に
は
会
旗
が
な
く
、
各
種

の
集
い
の
場
合
、
も
の
足
り
な

さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
知
つ

た
佐

々
木
市
長
は
、
明
治
百
年

を
記
念
し
て
会
旗
を
贈
り
婦
人

会
の

一
層
の
発
展
を
期
待
す
る
 

旧
十
川
改
修
 

森
内
排
水

機
場
の
 

早
期
着
工
を
陳
情
 

旧
十
川
、
森
内
排
水
機
場
は

と
も
に
老
朽
甚
し
く
、
去
る
八

月
十

一
、
十
二
日
当
地
方
を
襲

つ
た
一
七
入
・
八
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
豪
雨
に
よ
つ
て
、
旧
十
川

は
氾
濫
、
ま
た
昭
和
二
十
一
年

に
設
畳
さ
れ
た
森
内
排
水
機
の

能
力
の
極
度

の
低
下
に
よ
つ
て

一
一
千
ヘク
タ
ー
ル
の
水
田
が
冠
 

・

浸
水
、
沿
岸
の
住
家
は
、
床

上
浸
水
二
百
十
戸
、
床
下
浸
水

四
百
七
十
戸
と
い
う
甚
大
な
被

害
を
蒙
つ
て
い
ま
す
。
 さ
ら
に

そ
の
後
の
、
八
月
二
十
日
の
九

十
一
・
八

ミ
り
メ
ー
ト
ル
の
降

雨
に
も
、
再
び
八
百
五
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
ー
の
被
害
を蒙
る
な
ど
し

た
た
め
に
、

こ
れ
が
早
期
改
修
 
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
ま
1ノ
、
昭
和
四
十
三
年
度

市
婦
人
大
会
が
、
九
月
十
五
日

市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

機
会
に
、
こ
れ
の
授
与
式
を
行

な
い
ま
し
た
が
、
婦
人
大
会
の

盛
況
と
と
も
に
意
義
深
い
一
日

を
お
く
り
集
ま
つ
た
一
千
名
の

会
員
は
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
 

式
は
、
斎
藤
神
官
に
よ
る
入

魂
の
儀
に
つ
づ
い
て
授
与
に
移

り
、
市
長
か
ら
佐
藤
市
婦
人
連

絡
協
議
会
長
に
大
会
旗
が
、
各

地
域
単
位
婦
人
会
に
も
、
そ
れ
 

・

ム
、
、会
旗
が
お
く
ら
れ
ま
し
た

な
お
、
こ
の
会
旗
の
図
案
者

は
市
議
会
議
員
で
あ
り
市
婦
人

連
絡
協
議
会
副
会
長
の
高
満
タ

カ
さ
ん
で
す
。
 

改
善
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
か

ら
強
く
要
望
さ
れ
る
に
い
た
り

ま
し
た
。
 

す
な
わ
ち
、
旧
十
川
に
つ
い

て
は
抜
本
的
な
改
修
工
事
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
実
情
を

訴
え
て
お
り
、
森
内
排
水
機
場

に
つ
い
て
は
、
旧
十
川
と
も
関

連
が
あ
り
ま
す
が
、
小
田
川
土

地
改
良
事
業
の

ー
つ
と
し
て
県

営
で
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
よ
り

早
期
に
実
現
し
て
も
ら
う
た
め

に
関
係
町
で
あ
る
金
木
町
と
と

も
に
、
関
係
機
関
へ
佐
々
木
市

長
が
強
力
に
陳
情
し
て
い
ま
す

そ
し
て
降
雨
の
都
度
、
こ
の

よ
う
な
被
害
を
蒙
り
、
困
却
し

恐
怖
に
お
の
の
い
て
い
る
地
域

住
民
の
悲
願
に
こ
た
え
て
再
び

こ
う
し
た
災
害
が
起
ら
ぬ
よ
う

に
と
、
意
欲
的
に
動
き
廻
つ
て

い
ま
す
。
 

さ
き
の
青
年
の
道
建
設
隊
と

と
も
に
、
道
路
の
開
発
に
あ
た

つ
て
い
た
市
の
ブ

ル
ド
ー
ザ

ー
 

は
、
九
月
十
日
、
遂
に
覚
珠
山

上
へ
到
達
、
巾
三
メ
ー
ト
ル
の

歩
道
が
完
成
し
ま
し
た
。
社
会

開
発
青
年
奉
仕
隊
と
同
時
に
、
 

律
の
沢
ロ
か
ら
開
発
に
当
つ
て

か
ら

ー
か
月
余
り
、
奉
仕
隊
が

二
十
七
日
五
所
川
原
を
去
つ
て

か
ら
も
作
業
が
つ
づ
け
ら
れ
て

焚
珠
山
頂
ま
で
の
三
キ
ロ
メ
ー
 

ト
ル
を
開
通
し
ま
し
た
。
 

こ
の
間
、
岩
山
あ
り
巨
木
あ

り
な
ど
し
て
、
難
渋
し
ま
し
た

が
、
営
林
署
、
浪
岡
財
産
区
の

方
A
の
ご
協
力
に
よ
つ
て
で
き

あ
が
つ
た
も
の
で
、
関
係
者
は

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
青
年
団
員
は
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
燃
料
を
背
中
で
運

ぶ
な
ど
こ
の
裏
に
は
並
々
な
ら

ぬ
努
力
が
払
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
青
年
の
道
は
、
社
会
開

発
青
年
奉
仕
隊
と
の
約
東
も
で

き
、
来
年
度
も
継
続
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
、
馬
神
山
を

め
ざ
し
て
開
発
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
道
の
開
発
は
、
国
土
縦

貫
道
路
建
設
計
画
を
刺
激
し
、
 

す
で
に
結
成
さ
れ
て
い
る
津
軽

縦
貫
産
業
道
路
建
設
計
画
か
ら

さ
ら
に
浪
岡
、
弘
前
、
岩
木
町

西
目
屋
を
経
て
秋
田
県
藤
岡
町

に
至
る
奥
羽
縦
貫
道
路
の
構
想

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
 



飯
詰
不
動

の
会

総
会
開
か
る
 

市政ニユース 

東
京
在
住
、
飯
詰

の
出
身
者
で
組
織
さ

れ
て
い
る
飯
詰
不
動

の
会
第
四
回
定
期
総

会
が
、
九
月
二
日
午

後

一
時
東

京
・
都
道

府
県
会
館
で
約
六
十

名
が
出
席
し
て
盛
況

裡
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

た
ま
た
ま
、
佐
々

木
市
長
が
水
害
復
旧

に
つ
い
て
上
京
を
予

定
し
て
い
た
と
こ
ろ

案
内
状
が
届
い
た
の

で
、
津
軽
の
粉
菓
子

日
常
の
五
心
の
額
縁

入
り
な
ど
を
持
参
し

て
贈
り
、
最
近
の
五

所
川
原
市
の
発
展
ぶ

り
ゃ
将
来
の
計
画
を

話
し
て
激
励
し
ま
し

た
．
 

ま
た
、
飯
詰
中
学

校
長
、
竹
林
順
逸
先
 

生
か
ら
は
、
飯
詰
の
近
況
報
告

が
あ
り
、
と
も
に
故
郷
の
話
し

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
む
さ
ぼ

る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

と
く
に
、
粉
菓
子
に
は
、
故

郷
の
味
を
感
じ
た
と
い
つ
て
、
 

そ
の
甘
さ
に
酔
つ
て
い
た
よ
う

で
、
は
る
・
ん、
東
京
へ
運
ん
で

く
れ
た
こ
と
に
、
感
激
し
て
い

ま
し
た
し
、
ま
た
日
常
の
五
心

は
、
座
右
の
銘
と
し
て
、
毎
日

の
勤
務
に
励
ん
で
い
る
と
の
便

り
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
年
度
の
同
会
の
役
員
は
次

の
と
お
り
決
定
を
み
ま
し
た
。
 

会
 

長
 
中
村
 

昭
信

副
会
長
 

柴
田
 

定
雄

同
 
竹
林
 
正

人

事
務
局
長
 
島
谷
 

喜

治

相

談
役
 
坂
本
 

春
吾
 

同
 
秋
元
 

秀
実

顧
 
間
 

五
所
川
原
市
長
 

⑧
 

同
 
飯

詰
中
学
校
長

市
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
今
 

「
引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
の
買
い
上
 

『
げ
償
還
に
つ
い
て
 

イ
、
買
い
上
げ
の
対
象
者
 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

現
に
保
護
を
受
け
て
い
な

い
が
、
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

ロ
、
買
上
価
格
、
限
度
額
 

券
面
種
類
別
に
、
支
払
期
限

の
到
来
し
て
い
な
い
残
存
賦
札

の
額
を
も
と
に
算
出
し
た
別
表

価
格
と
し
ま
す
。
 

一
記
名
者
に
つ
き
十
二
万
円

を
限
度
と
し
、
同
一
記
名
者
か

ら
二
回
に
わ
た
る
買
い
上
げ
は

行
な
い
ま
せ
ん
J
 

買
上
げ
の
対
象
と
な
る
賦
札
 
 

の
う
ち

一
部
が
欠
け
て
い
る
国

債
は
買
上
げ
を
行
な
い
ま
せ
ん
 

（
、
買
い
上
げ
償
還
の
手
続
 

み
ぐ
 

買
い
上
げ
償
還
を
受
け
よ
う

と
す
る
記
名
者
ま
た
は
く
わ
し

い
こ
と
を
お
聞
き
に
な
り
た
い

対
象
者
は
、
市
福
祉
事
務
所
ま

で
来
所
願
い
ま
す
。
 

第
二
回
五
所
川
原

市
身
体
障
害
者
体
育

大
会
は
、
五
所
川
原

市
身
体
障
害
者
福
祉

会
、
五
所
川
原
市
福

祉
事
務
所
共
催
で
九

月
二
十
三
日
午
前
九

時
か
ら
岩
木
川
原
グ

ラ
ン
ド
に
於
て
佐
々

木
市
長
を
名
誉
大
会

長
に
、
山
谷
大
会
長
 

来
賓
多
数
の
臨
席
を
得
て
、
会

員
約
二
百
名
の
参
加
に
よ
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
．
走
技
、
投
技

跳
技
を
競
い
ま
し
た
。
 

総
合
成
績
は

一
位
三
好
4
1点

二
位
五
所
川
原
3
6点
、
三
位
中

川
3
6点
、
四
位
七
和
3
1点
、
五

位
飯
詰
8
点
、
六
位
毘
沙
門
6
 

点
、
七
位
栄
4
点
で
し
た
。
 紅

勝
て
 
白
勝
 

‘、
 

市
災
害
援
護
要
綱

決
め
る
 

去
る
二
十
三
日
の
寺
町
の
火

災
に
際
し
、
市
で
は
直
ち
に
災

害
対
策
本
部
を
設
け
、
広
報
車

を
使
つ
て
、
羅
災
者
の
方
々
へ

呼
び
か
け
て
、
相
談
を
う
け
、
 

救
済
に
当
つ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
た
び
の
火
災
か

ら
被
害
者
に
対
し
、
援
護
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
 こ
れ
は

十
五
世
帯
以
上
火
災
に
あ
つ
た

場
合
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
 

市
町
村
で
こ
の
要
綱
を
定
め
た

の
は
、
当
市
が
は
じ
め
て
で
あ

り
ま
す
c
 

〇
全
焼
の
場
合
 

一
人
家
族
 
一
五
〇
〇
円

二
人
家
族
 
二
〇
〇
〇
円

三
人
家
族
 
二
五
〇
〇
円

四
人
家
族
 
三
〇
0
〇
円

五
人
家
族
 
四
〇
〇
〇
円
で
 

一
人
増
す
毎
に
五
〇
〇
円
を
加

算
し
ま
す
。
 

〇
半
焼
、
半
壊
の
場
合
 

一
人
家
族
 

一
〇
〇
〇
円

二
人
家
族
 

一
五
〇
〇
円

三
人
家
族
 
二
〇
O
〇
円

四
人
家
族
 
二
五
〇
〇
円

五
人
家
族
 
三
〇
〇
〇
円
で

一
人
増
す
毎
に
三
〇
〇
円
を
加

算
し
ま
す
。
 

〇
死
亡
の
場
合
 

遺
族
一
人
に
対
し

一
万
円
以

内
の
弔
慰
金
を
贈
り
ま
す
。
 

以
上
の
要
綱
を
決
め
、
こ
の

た
び
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 な
お
、
十
五
戸
の

基
準
に
達
し
な
い
場
合
で
も
、
 

被
保
護
世
帯
で
あ
つ
て
援
護
の

必
要
が
あ
る
場
合
は
適
用
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
市
の
過
去
現
在
未
来
を
語
る
）
 

四報
告
 
月
か
ら
、

青
森
県
東
京
事
務
所
 

〕
話
し
 

を
通
じ
て
、
市
政
ニ
 
ュー
ス
を
 

〕
さぼ
 
送
付
し

近
況
を
会
員
の
方
々
へ
 

）た
。
 

届
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

身体障害者体育大会 
三好が優勝 鐸，餓轟競15離繋事業 

劇団新制作座公演・真山美保・作 

野盗、風の中を走る 

と き 加月12日（土）よる6時
ところ 市民文化会館ホール

主催 市青年団協議会 

後援 市婦人連絡協議会

市文化振興会議

五所川原芸協

劇 団 グ ミ の 実 

前売券 400円 （当日 600円） 

川端町芸協・大町陸奥印刷・栄町た

けみ文具店で発売中 



④
 

市政＝ユース 

県選挙管理委員会 

国会討論演説会 

と き 相月 9 日（水） 

夜 7 時 

し，て一 五所 川 原
ところ 茎“ノlI,．尤与鷺くー、ー％ノ 市民文化会館 

弁士 竹内察一 

津島文治 

田沢吉郎 

山崎竜男 

四議員の演説終了後、聴

衆から一人 2 分以内の質

間を受け、これについて

討論会も行ないますから

市民多数のご出席をお願

い致します0 

一
 
」
 

九
月
十
一
日
午
前
二
時
頃
も

の
す
ご
い
雷
雨
の
後
、
毘
沙
門

長
富
地
区
に
、
大
豆
大
の
降
電

が
あ
り
、
水
田
、
り
ん
ご
園
な

ど
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
大
き

な
被
害
を
出
し
ま
し
た
．
 

市
で
は
、
市
長
を
先
頭
に
直

ち
に
現
地
を
視
察
し
、
こ
の
ほ

ど
、
次
の
よ
う
に
被
害
状
況
を

ま
と
め
、
関
係
方
面
に
訴
え
て

い
ま
す
。
 

〇
水
田
被
害
状
況
 

被
害
面
積
、

二
百
五
十
ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

脱
粒
総
重
量
、
 三
万
七
千
九
 

百
二
十
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
 

金
額
換
算
、
五
百
十

一
万
七
 

千
円
 

〇
り
ん
ご
被
害
状
況
 

被
害
面
積
 
五
十
ヘ
ク
タ
ー
 

ル
 

損
傷
箱
数
 
二
千
三
十
六
箱

金
額
換
算
、
八
十
二
万
五
千

円
 

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
さ

き
の
水
害
の
後
か
た
づ
け
も
終

ら
ぬ
う
ち
に
、
再
び
こ
の
被
害

に
あ
つ
た
同
地
区
の
人
達
は
無

情
な
天
災
を
恨
ん
で
い
ま
し
た

十
ァ
ー
ル
当
り
一
俵
以
上
も

脱
粒
の
あ
つ
た
・
一
農家
の
方
は
 
 

天
災
だ
と
は
い
え
史
上
二
番
目

の
豊
作
の
夢
も
、
こ
れ
で
駄
目

に
な
り
ま
し
た
と
、
落
胆
し
て

い
ま
し
た
。
 

ブ
ー
フ
ー
ウ
ー
が

泣
い
て
い
ま
す
 

現
在
旧
市
内
で

一
日
に
約
一
一

十
ニ
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
出
て
、
こ

の
運
搬
処
理
に

一
日
で
約
三
万

円
の
経
費
が
か
か
つ
て
い
ま
す

ゴ
ミ
の
う
ち
で
燃
え
る
も
の
は

風
の
な
い
日
を
選
ん
で
、
各
家

庭
で
焼
却
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 ま
た
豚
の
ェ
サ
の
缶

を
用
意
し
、
豚
の
食
べ
る
も
の

と
食
べ
な
い
も
の
と
を
区
別
し

て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
豚
の
エ

サ
の
缶
に
ガ
ラ
ス
類
や
ボ
ロ
切

れ
等
が
入
つ
て
い
る
た
め
、
 ェ

サ
を
集
め
る
人
も
豚
君
も
、
作

業
が
手
間
取
り
、
泣
い
て
い
ま

す
。
何
卒
市
民
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

公
害
防
止
条
例
を

ご
存
知
で
す
か
 

昨
年
三
月
二
十
四
日
に
県
公

害
防
止
条
例
が
公
布
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
害
と
は
、
生
活
環
境

が
、
ば
い
煙
、
粉
塵
、
ガ
ス
臭
 
 

気
、
汚
水
、
廃
液
、
騒
音
、
振

動
等
に
よ
つ
て
損
わ
れ
る
こ
と

等
を
い
い
ま
す
。
 

な
お
焼
却
炉
、
製
材
所
、
製

肉
施
設
、
養
鶏
場
、
養
豚
場
等

を
新
設
す
る
場
合
は
、
着
工
一

か
月
以
前
に
保
健
所
に
申
請
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 ま
た

既
設
の
場
合
も
速
や
か
に
申
請

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

文
部
省
の
統
計
に

よ
り
ま
す
と
、
高

校
生
は
三
人
に
一

人
の
割
合
で
近
視

に
な
つ
て
い
ま
す

受
験
勉
強
で
目
を

酷
使
し
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
も
う

少
し
照
明
に
注
意

す
れ
ば
あ
る
程
度

近
視
は
防
げ
る
は

ず
で
す
。
 

①
ス
タ
ン
ド
だ
け
で
は

目
に
悪
い
 

良
い
照
明
と
は
「
明
暗
の
差

が
少
な
く
、
ま
ぶ
し
く
な
く
、
充

分
な
明
る
さ
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
 ま
つ
暗
な
部
屋
で
ス
タ
ン

ド
だ
け
使
つ
て
い
ま
す
と
、
目

の
筋
肉
は
す
ぐ
疲
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
 ス
タ
ン
ド
の
ほ
か
に
天

井
灯
を
使
つ
て
部
屋
全
体
を
明

る
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

②
目
の
健
康
に
よ
い
 

明
視
ス
タ
ン
ド
 

ス
タ
ン
ド
に
は
、
読
書
用
、
 

寝
室
用
、
室
内
装
飾
用
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
読
書
用
に

は
「
日
本
工
業
標
準
規
格
J
I
 

s

」
で
定
め
ら
れ
た
明
視
ス
タ

ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
 こ
の
ス
タ

ン
ド
に
は
 
「明
視
」
と
表
示
が

し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
求
め

の
時
は
ご
注
意
下
さ
い
。
 

勉
強
す
る
と
き
、
ス
タ
ン
ド

は
左
手
前
に
置
く
と
手
暗
が
り

に
な
り
ま
せ
ん
。
 目
と
本
の
距

離
は
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
す

こ
と
。
近
す
ぎ
る
と
目
を
悪
く

し
ま
す
。
 

③
一
時
問
勉
強

十
分
休
憩
 

一
般
に
小
中
学
校
で
は
四
十
 

ー
五
十
分
授
業
し
て
十
五
分
休

憩
し
ま
す
が
、
家
庭
で
勉
強
す

る
と
き
も
、

一
時
間
勉
強
し
て

十
分
休
憩
と
目
を
休
め
た
い
も

の
で
す
。
 こ
の
場
合
も
遠
方
を

見
る
よ
う
に
す
る
と
疲
れ
が
と

れ
ま
す
。
 
（東
北
電
力
）
 

遊
び
ま
せ

ん
 

こ
わ
い
車
の
通

る
道
 

秋
の
交
通
安
全
運
動

十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
全
国

一
斉
に
秋
の
交
通
安
全

運
動
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
は

ク
子
ど
も
の
安
全
を
守
ろ
う
ク

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
次
の

実
施
事
項
を
き
め
て
、
交
通
安

全
思
想
の
徹
底
を
は
か
つ
て
事

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
 

二
 
こ
ど
も
の
安
全
確
保
 

飲
酒
運
転
の
追
放
 

道
路
交
通
環
境
の
整
備
改

善
 

毘沙門・長富地区に電害 

査
 

調
 

害
 

電
 

稲
 

水
 

読書の秋です 

学童の目を守りましよう 



市政ニユース 

紗
叫
 

即
死
5
・
重
傷
1
5
 

大
釈
迦
ト

ン
 

市
で
は
さ
る

二
十
日
、
東
京

発
動
機
製

B
2
 

級
四
十
五
馬
力

小
型
動
力
消
防

ポ
ン
プ
四
台
を

購
入
、
第
三
分

団
第
四
部

（
浅

井
）
、
第
四
分

団
第

一
部

（
飯

詰
坂
下
）
、
 第

六
分
団
第
四
部
 

（
沖
飯
詰
）
、
第

八
分
団
第
三
部
 

（
長
富
）

へ
、
そ
れ
ぞ
れ

点
検

即
日
配
置
し

ま
し
た
．
 

価
格

は
一
台
四
十
万
円
、

合

計
百
六

十
万
円
で
、

う
ち
三
分

の
ー
は
国
庫
補
助
で

す
。
 

五
所
川
原
警
察
署

は
、
最
近

十
勝
沖
地
震

や
飛
騨
川
パ
ス
事

故
な
ど
、

全
国
的
に
も
天

災
に

よ
る
大
き
な
交

通
事
故
が
相
次

い
で
い
る
た
め
、

こ
の
救
助
訓

練
を
実
施
し
、

非
常
事
態
に
対

処
出
来
得
る

よ
う
に
と
、
市
消

防
署
、

市
消
防
団
、
県
警
機
動

隊
、
交
通
安

全
協
会
、

弘
南
パ

ス
、
五
所
川
原
土
木
事

務
所
、
 

防
犯
協
会
、

旅
客
業
者
、
北
五

医
師
会
、
地
区
市
民
な
ど

の
協
 

・

軽
傷
2
5
 

、不
ル
入
ロ
で
？

・
 

力
を
得
、
市
内
前
田
野
目
で

一
一

十
日
大
が
か
り
な
救
助
訓
練
を

し
ま
し
た
。
 

◇
訓
練
想
定
 

二
十
日
早
朝
風
雨
注
意
報
発

令
、
風
速
七

メ
ー
ト
ル
、
午
前

九
時
五
警
署
に
県
か
ら
災
害
第

二
次
指
令
発
令
、

五
警
署
で

は

直
ち
に
市
消
防

署
、
土
木
事
務

所
に
警

戒
を
要
請
す
。
午
前
九

時

五
十
分
、
大
釈
迦
ト
ン

ネ
ル

北
方
約

百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
 

お
い
て
、
乗
客

四
十
五
名
を
乗

せ
た
パ
ス
が
、
 

道
路
か
ら
十
九

メ
ー
ト
ル
崖
下

に
転
落
し
た
。
 

こ
の
現
場
を

青
森
市
へ
行
く

タ
ク
シ
ー
の
運

転
者
が
発
見
、
 

五
所
川
原
市
内

の
タ
ク
シ
ー
本

社
に
急
報
。
 

本

社
か
ら

の
通
報
に
よ
り

五
警
署
で
は
関

係
救
助
機
関

に

連
絡
、
市
消
防

署
員
三
十
名
、
 
 

救
急
車
一
台
、

消
防
車
二
台
、
 

ジ
ー
プ

ー
台
、
市
役
所
マ

イ
ク

ロ
パ
ス

ー
台
、
 市
職
員

三
十

名
、
五
警
署
自
動
車
三
台
、
署

員
五
十
名
、
医
師
五
名
、
看
護

婦
十
名
、
前
田
野
目
消
防
団
員

五
十
名
な
ど

ニ
十
五
分
後
に
現

場
に
到
着
、
早
速
救
出
作
業
開

始
。
 

そ
の
結
果
、
バ
ス
は
三

転
し

て
落
下
し
た
た
め
ペ
シ

ヤ
ン

コ
 

元

気
い
っ

ば

い
 

、
 

廿
 
dリ
 

市
教
育
委
員
会
主
催
、
市
教

研
小
学
体
育
部
会
主
管
の
第

一

回
市
内
小
学
校
体
育
連
合
大
会
 

（
陸
上
競
技
）
 
は
、さ
る
九
月

九
日
九
時
か
ら

北
斗
グ
ラ
ン
ド

で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
に
は
市
内
十
八

の
全
校

四
年
生
以
上
が
参
加
し
、

三
年

生
以
下
は
自
由
見
学
、
種
目
も

リ
レ
ー
、
 百
メ
ー
ト
ル
、
千
五

百
メ
ー
ト
ル
、
 フ
オ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
鼓
笛
隊
、

ラ
ジ
オ
休
操
、
 

先
生

の
綱
引
き
、

リ
レ
ー
な
ど

盛
沢
山
で
し
た
。
 

大
会
運
営
も
、
競
技
規
則
、
 

競
技
記
録
な
ど

を
刷
り
込
ん
だ

実
施
要
項
を
印
刷
す
る

な
ど
、
 

さ
る
五
月
十
六

日
の
十
勝
沖

地
震
で
、

生
埋
者

の
発
掘
作
業

を
し
た
市
議
会
‘
救
援
苗
を
搬

送
、
援
農
作
業
し

た
市
青
年
団

協
議
会
、

救
援
苗
を
提
供
し

た

市
農
業
協
同
組
合
が
九
月
十
日

竹
内
県
知
事
か
ら

表
彰
さ
れ

ま

し
た
、
 

表
彰
式
は
午

前
十
時
か
ら
、
 
 

即
死
五
名
、
重
傷
十
五
名
、
軽

傷
二
十
五
名
？
と
い
う
ツ
カ
ケ
 

こ
の
訓
練
を
．
前
か
ら
知
つ

て
い
た
人
は
、
現
場
で
文
字
ど

お
り
高
見
の
見
物
、
何
も
知
ら

な
い
で
現
場
を
通
つ
た
人
は
、
 

重
軽
傷
者
に
さ
れ
て
倒
れ
て
い

る
沢
山
の
人
達
（
前
田
野
目
の

ェ
キ
ス
ト
ラ
）
を
本
物
と
間
違

い
て
、
び

つ
く
り
ド

ツ
テ
ン
。
 

一
青
森
市
の
自
治
会
館
四
階
ホ

ー
 

ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
市

議
会
か
ち
泉
谷
議

員
、
市
青
年

団
協
議
会
か
ら
前

田
清
勝
会
長

市
農
業
協

同
組
合
か
ら
は
成
川

専
務
が
出
席
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
と
記
念
品
を
も
ら
い
ま

し
た
。
 

火災シーズンに備えて 

小型消防ポンプ 4 台購入 

、
、ノ
 

業
 

作
 

検
 

規
律

正
し

く
 

学

校

体
育

連
合
大

会
 

元
気
い

つ
ば
い
、
然
も
規
律
あ

る
大
会
で
し
た
．
 

徴
笑
み
か
け
る
太
陽
の
真
下

で
白
い
兎
の
よ
う
な
チ
ビ
ツ
コ

選
手
、
赤
い
応
援
旗
、
青
い
揃

い
の
デ
ザ
イ
ン
の
大
会
校
旗
、
 

そ
し

て
黄
色
い
声
援
な
ど
、

色

と
り
ど

り
の
パ
ノ
ラ
マ
の
な
か

で
、
テ
ン
ト
の
中
の
佐
々
木
市

長
、
永
井
教
育
長
、
校
長
先
生

方
も
、
立
つ
た
り
坐
つ
た
り
、
 

伸
び
上

つ
た
り

一
喜
一
憂
、
ス

タ
ン
ド
？
・
を埋
め
た
父

兄

達

も
 
「ワ
ラ

ハ
ド
の
ハ
ケ
ジ

ョ
コ

あ
一
番
い
い

」
と
陽
焼
け
し
た

黒
い
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。
 

市
議
ム
ザ
市
青
協

・
市農
協
が
受
彰
 

十

勝
沖

地
震
救
援

活
動
で
 

‘市青協前田会艮と感謝状） 



⑥
 

市政ニユース 

開
始
し
ま
し
た
し

取
り
敢
 

え
ず
、

こ

の
旧
市
内

三
校
に
給

食
し

て
い

ま
す
が
、
 

運
搬

は
日

通
に
給
食

車
で
委
託

食
器

と
お

い
し
‘い
オ

カ
ズ
の
入
 

（真冬でも冷めないコンテナー 

待
望
の

一
万
食
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
、
十
日
か
ら

五
小
、
 

十

一
日
か
ら
南
小
，

十
六
日
か

ら
一
中
に
、

そ
れ
ぞ
れ
操
業
を
 

つ
た
、
真
冬

で
も
大
丈
夫
と
い

う
ビ

カ
ビ
カ
の

ス
テ
ン
レ
ス
の

コ
ン
テ
ナ
ー
を
，
時
刻
正
し
く

届
け
て
い

ま
す
J
 ま
た
、
パ
ソ

・
 

（
セ
ノ
タ
ー
自
慢
の
給
食

車
）
 

牛
乳
は
、
 

工
場
が
そ

れ
ぞ
れ
学

校
へ
直
送

し
て
い
ま

？

す
。
 

紅
 
十
一

日
 

2

の
ご
ち
そ

浮

う
は
、
店
 

小
開

き
と
い
 

南

う
こ
と
で

食

バ
ナ
ナ
、
 

始

み
か
ん
の
 

し

缶
詰
、
牛
 

糾
乳
な
ど

盛

沢
山
、
喜

ぶ
児
童
達

の
顔
を
見

て
、
た
ま

た
ま
見
学

に
来
て
い

た
南
小
P
 

の
小
林
会
長
、
長
沢
総
務
委
員

長
も
，
指
を
く
わ
え
て
い
ま
し

た
。
 

一
 
九

月
二
十
四

憂
 

《
 
日
、

午
前
九
時
 

碑
紗
 軒
鷲
 

リ
 
メ
 

館
で
、
五
所
川

さ
 

命
 
卿

地
区
九
か
 

奉
 
弁
 馨
髪
姥
 

谷
 
犯
 

計
十
八
名
に
よ

中
 

防
 
っ
て
、

防
犯
を
 

・
 

三
 
呼
び

か
け
る
熱
 

・

加
ー
 
：
 

弁
が
ふ
る
わ
れ
 

吉
 
少
 

聴
衆
を
感
動
さ

賠
 
／
、
、
 Uま
し
た
』
 

ー
 

こ
の
大
会
は

十
月
四
日
、

黒
石
市
中
郷
中
学
 
 

校
で
開
か
れ
る

県
大
会
の
予
選

を
兼
ね
た
も
の
で

入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
、

県
大
会
出
場
権

を
得
ま
し

た
。
 

第
一
位
、

中
谷
孝
子
（
飯
詰
中
）
 

「
光
を
失
つ
た
父
の
愛
を
受

け
て
」
 

第
二
位
、
高
僑
浜
子
（
中
川
中
）
 

「
非
行
の

原
因
」
 

第
三

位
、
沢
田
祐
子
（
長
橋
中
）
 

「
こ
の
経
験

を
生
か
し

て
い

き
た
い
」
 

団
体
の
部

の
成
績
は
次

の
と
お

り
で
し

た
。
 

第

一
位
 
飯
詰
中
学

校

第

】
一
位
 
長
橋

中
学

校

第
三
位
 

中
川
中
学

校
 

行

政
苦
情
 

無
料
相
談

週
間
 

行
政
監
察
局
で

は
 
市
役
所

市
民
相
談
室
に

坂
本
、
小
島
両

相
談
員

を
駐
在
さ
せ
、
十
月
十

四
日
よ
り
二
十
日
ま
で
、

見
出

し
の
と
お
り

無
料
相
談
を
開
き

ま
す
。
 

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
．
 

苦
情
お
あ
り
D
方
は
、
ど
し
ど

し
お
出
で
く
だ
さ
い
。

秘
密
を

守
り
ま
す
。
 

国
際
人

権
年
論

文
募
集
 

日
本
国

際
連
合
協
会
で
は
、
 

法
務
省
、

外
務
省
、

全
国
人
権

擁
護
委
員

連
合
会
の
後
援

を
得

て
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
二

十

周
年
に
当
る
本
年
を
国
際
人

権

年
と
指
定
し
、

記
念
行
事
の

一

環
と
し

て
、
国
民
一
般
の
世
界

人
権
宣
言

に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、

そ
の
基
盤
で

あ
る
基
本
的
人
権
尊
重
の
意
義

の
高
揚
を

は
か
る
た
め
、

世
界

人
権
宜
言
に
関
す
る

論
文
を
募

集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
の

で
、
市
民
多
数
が
応
募
す

る
よ
 
 

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

論
題
「
人
権
と
世
界
平
和

」
 

「
世
界
人
権

宣
言
と
そ
の
影
響
」
 

の
う
ち

ー
つ
。
原
稿
四
百
字
詰

五
十
枚
以
内
。
締
切
り
、
十
月

二
十
四
日
 
（
当日
消
印
有
効
）
 

発
表
十
二
月
十
日
。
賞
金
、
最

優
秀
一
篇
十
万
円
，

優
秀
一
篇

三
万
円
、
佳
作
三
篇
各

一
万
円

送
付
先
、
東
京
都
千
代
田
区
大

平
町
二

の
八
 
（
日
本
ビ
ル
五
一
一

五
号
）
 
日
本国
際

連
合
協

会
 

「
国
際
人
権
年
記
念
論
文
コ
ン

テ
ス
ト
係
」
。
 

原
稿

に
は
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
 

生
年
月
日
、
職
業
（
学
生
は
学

名
、
学
部
、
学
年
）
を
明
記
す

る
こ
と
。
 論
文
は
日
本
語
で
ペ

ン
書
き
す
る

こ
と
。
 

昭
和
4
4年
版
 

青

森
県

民
手
帳
 

予
 

約
 

募
 
集
 

県
民
手
帳
は
い

よ
い
よ
十
月

中
旬
発
行

の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
 こ
の
手
帳
は
記
入
の
便
を

図
り
，
日
記
式
と
し
、

国
と
県

お
よ
び
市
町
村
の
特
性
等
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
、
官
庁
、
 

会
社
、
団
体
等
の
職
員
の
ハ
ン

ド
ブ
ツ
ク
と
し
て
、
ま
た
中
、
 

高
生
徒
の
社

会
科
の
郷
土
資
料

と
し
て
好
適
な
も
の
と
思
い
ま

す
。
 な
お
家
庭
の
日
常
便
覧
と

し
て
ぜ
ひ
一
部
備
え
れ
ば
使
利

か
と
思

い
ま
す
。
 

内
容
は
県
の
位
臓

・
総
面
横

市
町
村
数
の
変
遷
、
気
象
表
、
 

山
岳
、
河
川
湖
沼
池
、
人
口
数

都
道
府
県
市

町
村
勢
、
市
町
村

長
名
、
青
森
県
庁
機
構
、
衆
参

県
議
員
、

中
央
・
県
内
主
要
官

庁
、
都
道
府
県
所
在
地
、
県
の

県
外
出
先
機
関
所
在
地
、
共
済

組
合
宿
泊
施
設
、
郵
便
料
金
表

道
路
標
識
、

紙
の
仕
上
り
寸
法

人
体
早
わ

か
り
、
病
気
の
知
識

市
外

電
話

料
金
、

衣
類

の
し

み
抜
き
方
，

親

等

系
図
、

県

内
観

光
案
内
、

汽
車

パ
ス
時

刻

メ
モ
表
、
郵
便
番
号
表
等
で

す
。
 

県
民
手
帳
は
日
記
で
県
勢
の

豆
辞
典
で
あ
り
、
県
民
必
携
の

日
常
宝
典
で

も
あ
り
ま
す
。
 

価
格
は
百
三
十
円
で
す
の
で
、
 

十
月
十
日
ま
で
市
役
所
統
計
係

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

給食センター操業開始 

糾
 

飯詰中・中谷孝子さんが優勝 

＜少年防 犯 弁論大 会＞ 

（個人優勝の中谷さん） 
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